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１．針道九区の概要と課題

① 概要と課題
(1) 山村集落で少子高齢化が進んでいる。

(2) 「あばれ山車」を担う「若連」構成員の減少。

(3) 地元の仕事から得られる収入が少ない。

② 去年の取り組み
上記の実態の把握と地域振興策の提案。



２．今年度実施した取り組みの内容

① 今までの取り組み
前年度は新型コロナウイルスの

影響で活動が大きく制限！

② 今年度の取り組み
伝統祭祀「あばれ山車」を支援

(1)山車(大型人形)づくり

(2)飾り花づくり（各戸に配布）

(3)若連との親睦会

(4)（山車の）町廻り

(5)樽神輿 etc.



３．まとめ

① 今年度は若連の一員として「あばれ山車」に

関わり、３年ぶりの「本祭り」復活に貢献できた。

② 針道九区に暮らす若者目線で、地域振興の

難しさと可能性を共有することができた。

③ 山村コミュニティを維持する上で伝統的祭祀が

不可欠なことを体感的に知ることができた。



４．今後に向けて

① 「あばれ山車」の魅力を多くの人に知ってもらい、

針道九区の「関係人口」（サポーター）の増加を図る。

② 「あばれ山車」ブランドの地元産品を開発・販売し、

針道九区の雇用と収入を増やす。 ☞ ex.「桜福姫」

③ 幾世代も祭祀を担い続けてきた「若連」に学び、

大学生事業も世代の交代・継承に挑戦する。



ご清聴ありがとうございました。


